
昭 和60 年12 月5 日

あ
だ

ち 広 報
第708 号( 1)

発行/ 東京都足立区 〒120 足立区 千住 一 丁目4- 18 ca12) 1111 毎 集/ 企画 部広 報 課

人口と面積"60. 11. 1>

世帯?22, 098人口臼0, b26　　

男319, 茹Z女311, C 　
圜 舗5 ヨ.咒り‘
人口密度i 1, 畄リ, 　,

( 月2「に{ 5卜: 瓦I E, 発冂}

学校で給食を あた た
かく

つ く る方式はかわりません
学校給食運営の一部変更とは‥・

先の行政改革特集( 11月15日号I　でもふれましたが、
区では来年 度から、学校給食調理業 務の一部を変 更し
ます。 そこ で、今回はこの変更 の内 容をくわしくお 知
らせし ます。

来年度、何がかわるのか?

新設校2 咬と既設咬数校について、調理業務をする人

が民間の人にかわります。 各学校の給食調理施設を便用

していくことにかわりはありません。

口学校給食業 務につい てのね1'、jい 台わ せは、
学 校教 育 部学 務第 二 課 給 食指 導 担当 へ。

背

景

学
佼
給
食
業
務
の
運
営
の
合
理

化
に
つ
い
て
は
、
国
の
臨
時
行
政

改
革
推
進
審
攝
会
の
答
申
、
行
政

管
理
庁
の
勧
告
、
文
部
省
、
都
教

委
の
通
達
な
ど
で

、
地
域
の
実
情

専
に
心
じ
た
適
切
な
方
法
に
よ
り

運
営
の
合
理
化
を
は
か
る
よ
う
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
給
食
の
調
理
業
務
か

夏
休
み
・
筌
休
み
な
ど
は
休
業
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
年
間
を
通
じ

て
も
業
務
が
一
定
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
か
ら
指
摘
さ
れ
た
も
の

で
す
。

内

容

耻
逞
ぼ
で
は
、
先
に
お
知
ら
せ

し
た

俘
政
改
革
大
綱
」
に
些
づ

き
、
調
理
業
睛
の
民
間
委
託
を
実

施
し
ま
す

。

そ
の
内
容
は
、
①
現
在
、
各
学

校
に
給
食
調
理
の
施
設
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
施
設
を
使
っ
た
各
学

校
で
の
調
理
業
務
を
民
間
の
人
が

行
う
よ
う
に
し
て
い
章
ま
す
。

②
昭
和
6
1年
4
月
か
ら
実
施
し

ま
す
が
、
実
施
校
は
、
ま
ず
新
設

咬
冫
校
と
既
設
の
数
校
で
す
。

Q&
A

今
回
の
変
更
に
つ
い
て

、
く
わ

し
く
質
問
形
式
で
説
明
し
ま
す
。

民
間
委
託
に
す
る
と

給
食
の
質
が
低
下
し
ま

せ
ん
か
?

▼
ご
存
知
の
よ
う
に
、
学
校
給
食

は
、
法
に
插
づ
い
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
効
率
的
な
調

理
鴬
捐
は
、
法
に
定
め
χ
豕

凖
の

範
囲
内
で
実
廡
し
ま
す
の
で
、
給

食
の
質
が
低
下
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

献
立
は

ど
う
な
り
ま
す
か
?

▼
給
食
の
插
4
と
な
り
ま
す
献
皀

の
作
成
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど

お
り
学
校
の
栄
養
L

が
作
り
ま

す
。
な
お
、
采
蓖
上
の
い
な
い
学

校
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
と
同
じ

く
区
の
栄
養
士
か
責
任
を
持
っ
て

作
り
ま
す
。セ

ン
タ
ー
方
式
や
親
子

方
式
を
導
入
す
る
と
い
う

話
は
あ
り
ま
す
か
?

▼
足
立
区
で
は
、
学
校
内
に
調
理

場
を
設
置
し
て
凋
理
す
る
方
式

(
こ
れ
を
自
校
調
理
方
式
と
呼
ん

で
い
ま
す
)
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
峻
も
こ
の
方
式
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
従
串
す
る
調
理
臟

が
民
間
の
人
に
代
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
冷
め
た
給
食
が

出
さ
れ
る
と
い
う
心
配
に
つ
い
て

は
、
自
校
調
理
方
式
で
実
施
し
ま

す
の
で
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

父
母
の
負
担
す
る
紿

食
費
は
ぐ
つ
な
り
ま
す

か
?

▼
学
校
給
食
の
食
材
料
費
は
、
保

麈
者
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
措
置
に
よ
っ
て
給
食

費
が
直
上
が
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
紿
食
費
の
徴
収

や
管
理
の
方
法
も
今
ま
で
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。材

料
等
の
物
資
の
瞬

入
は
ど
う
な
り
ま
す
か
?

▼
先
に
も
説
明
し
ま
し
た
と
お
り

今
回
は
、
調
理
業
務
に
つ
い
て
の

効
乖
化
で
あ
り
。
材
料
等
の
物
資

の
礪
入
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と

変
わ
ら
な
い
方
法
で
行
わ
れ
ま

す
。

民
間
委
託
に
な
っ

て
、
食
中
毒
な
ど
衛
生

曾
理
の
面
が
心
{叱
で
す

が
?

▼
民
間
業
者
か
受
け
持
つ
笑
務
に

つ
い
て
は
、
直
接
保
健
所
の
監
視

指
4
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
衛
生
管
理

が
不
1
-
分
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

良
間
委
托
の
対
象
咬

は
何
校
で
す
か
?
　

▼
6
1年
度
の
委
託
対
象
校
は
調
理

員
の
欠
貝
状
況
、
地
域
配
置
、
児

薩
牛
隧
数
な
ど
を
考
え
、
新
設
校

を
含
め
数
校
で
実
施
し
ま
す
。
該

当
校
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
父
兄

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
。
万
全

の
態
勢
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
運
営
方
法
は

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す

か
?

▼
6
1
年
度
に
つ
い
て
は
。
新
段
咬

を
含
む
数
咬
は
、
業
者
委
鹿
方
式

に
よ
り
自
校
で
調
理
業
務
を
運
営

し
て
い
孝
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

現
在
の
斜
理
主
事
の
身
分
を
保
障

し
た
調
理
業
務
を
専
門
に
扱
う

『
公
社
』
(
公
茲
法
人
)
を
設
冫
し
、

そ
の
公
社
職
輿
を
各
学
校
に
派
遣

し
て
調
理
業
務
を
邏
営
し
て
い
く

方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

区
の
基
本
的
な

考

え

方

学
校
給
食
は
、
学
佼
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
、
学
校
給
食

に
か
か
わ
る
指
導
の
特
別
活
動

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
学
校
給
食

法
に
垈
つ
い
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

学
校
納
食
の
目
嫖
は
、
臾
(

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
豊
か
な

食
事
を
鍵
吐一
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
生
徒
の
健
康
の
保
持

・
増
進
お
よ
び
正
し
い
食
習
慣

の
形
成
を
図
る
こ
と
。
S
給
食

を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

教
帥
と
児
嗔
生
徒
、
児
廠一
生
徒

削
互
間
の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
鳩

を
つ
く
り
、
好
ま
し
い
人
間
関

係
の
育
成
を
図
る
こ
と
。
③
学

校
給
食
の
事
前
の
準
備
、
唆
か

た
づ
け
を
通
し
、
協
力
、
責
任
、

清
解
、
き
ま
り
を
守
る
こ
と
な

ど
共
同
生
活
に
お
け
る
協
同
、

S
調
の
哨
神
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
I
-
j
な
ど
で
す
。

今
回
、
幼
率
化
の
対
象
と
な

っ
た
調
理
業
務
は
、
い
わ
ぱ
教

育
と
し
て
の
学
校
給
食
を
支
え

る
も
の
と
し
て
は
苣
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
変
更
は
、

先
に
述
べ
ま
し
た
意
義
、
目
噤

に
な
ん
ら
影
嚮
を
り
え
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

建

設
大

臣

足
立
区
の
下
水
道
を
視
察

黔
大
谷
田
雨
水
幹
線
を

視
察
す
る
木
部
建
般
大
臣
ら
一
行

木
部
建
設
大
臣
が
1
0月
2
0日
足
立
区

を
訪
れ
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中

川
下
水
処
理
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

大
臣
は
「
足
立
・
葛
飾
・
仄
尸
川
3

区
の
下
水
4
脛
及
の
遅
れ
は
十
分
認
識

し
て
お
り
、
こ
の
視
察
を
来
年
度
y
r
算
-

編
威
の
基
礎
的
資
料
と
し
た
い
}
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

秋
の

叙
勲

昭
和
6
0年
秋
の
叙
勲
で
、
区

内
在
住
で
功
労
の
あ
っ
た
方
1
6

名
が
、
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
区
の
叙
勲
祝

賀
会
が
H
月
3
0日
に
行
わ
れ
、

永
年
に
わ
た
る
社
会
へ
の
功
労

に
対
し
、
区
長
か
ら
感
謝
、
祝

福
さ
れ
ま
し
た
。
叙
勲
さ
れ
た

方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

▽
徳
山
正
人
(
7
0
歳
)
爬
3

等
瑞
宝
章
・
文
部
行
政
事
務
功

労
▽
田
中
銀
造
(
7
1
歳
)
勲

4
等
瑞
宝
章
・
運
輸
行
政
事
筋

功
労
▽
大
峡
幹
男
(
7
0
歳
)

燬
5
等
双
光
咀
日
章
・
中
小
企

業
振
興
功
労

▽
白
村
益
冶
郎

(
7
2
歳
)
勲
5
等
双
光
旭
日
章

・
地
方
自
治
功
労
▽
杉
浦
勘
之

助
(
6
9
歳
)
勲
5
等
双
光
旭
日

章
・
消
防
功
労
7
井
出
欽
三

郎
(
7
2
歳
)
勲
5
等
瑞
宝
章
・

農
産
物
流
適
笑
振
興
功
労
▽

川
噸
宗
居
{
7
3
歳
}
轂
5
等
瑞

宝
章
・
げ
政
監
察
事
務
功
労

ワ
草
野
興
二
面
歳
)
勲
5
等

聴
宝
拏
'

学
校
保
邱
功
労

▽

中
山
保
(
7
8
歳
)
勲
5
等
瑞
宝

章
・
教
育
功
労
▽
松
島
佳
平
　
(

8
0
歳
)
勲
5
等
瑞
宝
章
・
食

科
。
冐
通
業
振
興
功
労
ワ
三

村
r
昭
(
7
5
歳
)
勲
5
等
瑞
宝

竃
・
社
会
福
祉
功
労
▽
金
子

義
郎
(
6
9
歳
)
勲
6
等
瑞
宝
庫

・
警
察
功
労
▽
白
井
孚
一
　
(

6
8
歳
)
勲
6
等
瑞
宝
庫
・
冕

政
業
務
功
労
▽
八
木
泰
喜
　
(

6
3
歳
)
勲
6
等
瑞
宝
章
・
鉄

遜
笑
務
功
労
▽
石
川
好
三
　
(

7
4
歳
)
勲
7
等
膏
色
桐
梟
竃

・
郵
政
業
務
功
労
▽
高
僑
芳

慶
函
歳
)
勲
7
"
灣
色
桐
葉

章
・
警
察
功
労
　
　
　
　
　
　
　

八
総
務
課
v

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
と
説
明
会

農
箕
委
幗
会
委
貝
選
挙
人
名

簿
登
載
の
申
請
は
例
年
1
月
1

日
現
在
で
調
製
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
名
簿
申
請
用
紙
は

足
立
農
協
支
部
長
を
通
じ
て
各

戸
へ
配
布
回
収
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
直
接
各
戸
へ
郵

送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
を
下
表
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

豪
申
讀
占
水
肴
の
方
は
農
業
委

員
会
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
区
選
乍
管
理

委
貝
会
、
農
業
委
員
会

公文 書の 公開 を
請求できる人は?

情報公開

ミニコーナー

Q&A
ど
こ
の
自
治
体
で
も

公
又
琳
の
公
開
を
請
求

で
き
る
人
は
同
じ
で
す
か
。

A
い
り
凡
。
哢
報
公
開

制
度
で
は
公
文
書
の
公

閧
を
請
求
で
さ
る
人
を
「
請
求

廢
者
」
と
呼
ん
で
い
よ
す
が
、

こ
の
請
求
座
者
を
ど
の
よ
う
に

定
め
る
か
は
、
哂
観
公
聞
制
度

を
実
施
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
自
片

体
に
よ
っ
て
逾
っ
て
い
ま
す
、

o

他
の
口
冶
体
で
は
ど

の
よ
う
に
定
め
て
い
ま

す
か
。

A
分
類
し
て
み
ま
す
と
e

、
哺
報
公
聞
制
度
を

実
施
す
る
自
冶
体
の
x
域
内
に

庄
ん
で
い
る
人
と
、
そ
こ
に
事

舛
噺
・
嘔
業
所
4
蒔
つ
個
人
、

法
人
、
団
体
に
限
る
・
:
埼
£
県
、

山
形
県
金
山
町
(
全
問
一
初
の
燐

報
公
開
実
施
)
な
ど
@
、
t

の
ほ
か
に
そ
の
自
治
体
の
区
岐

内
の
乍
校
・
事
哨
所
に
通
学
・

通
勤
す
る
人
を
渮
む
I

な
ど
@
、
さ
ら
に
そ
の
自
治

体
と
利
t
[
関
係
の
あ
る
区
岐
外

の
人
や
法
人
・
団
体
な
ど
を
含

む
=
・
呻
余
川
県
、
東
京
都
、
阪

構
K
な
ど
0
　
　
　
・
②
の
ほ

か
に
、
そ
の
自
冶
化
の
x
城
外

の
個
人
・
B
体
な
ど
で
公
文
　
″

の
『
沁
渊
を
消
求
す
る
理
由
を
示

す
こ
と
の
で
き
る
も
の
を
政
む

=
・
目
黒
区
な
ど
@
、
膺
求
権

者
を
・
「
向
人
」
と
定
め
、
住
民

な
ど
に
限
ら
ず
忿
で
も
肩
求
唯

鳶
と
し
て
a
ヴ
`
痾
の
公
開
を
讀

求
で
き
る
・・
山
崎
市
、
藤
沢
市

な
ど
で
す
。

Q
足
立
区
は
ど
の
考
え

方
を
採
明
し
た
の
で
す

か

。A
哥
の
考
え
方
で
す
。

具
体
的
に
は
、
1
、
区

内
に
住
所
の
あ
る
人
2
、
区

内
に
事
笑
所
や
*
4
:
所
の
あ
る

個
へ
・
法
人
・
聞
体
な
ど
3

、
区
内
に
あ
る
嘔
悁
所
・
事

業
所
に
勤
め
て
い
る
人
4

、

区
内
の
乍
校
に
通
学
し
て
い
る

人
5

、
区
外
の
個
人
・
法
人

・
団
体
な
ど
で
、
公
交
癆
の
公

閧
を
請
求
す
る
理
由
を
具
体
的

に
示
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
、

怠
砥
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
足
立
区
の
情
報
公

閾
制
度
が
咀
立
χ
民
を
中
し
と

し
な
が
ら
も
、
区
外
の
人
た
ち

に
も
区
民
と
同
じ
よ
う
に
公
開

の
門
を
間
く
べ
き
で
あ
る
と
す

る
一
惴
報
公
闃
懇
話
会
提
言
」の

納
神
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。

A
情
報
公
開
準
側
担
当
V
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み
ん
な
の

あ
い

が

あ

る

1
2月
9
日
は
障
害
者
の
日

1
2月
9
日
は
「
障
害
者
の
日
」

で
す
。
こ
の
磯
会
に
、
障
害
を
も

つ
人
へ
の
手
だ
す
け
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

障
害
を
も
つ
人
へ
の

エ
チ
ケ
ッ
ト

障
害
を
も
つ
人
と
接
す
る
と
き

は
、
ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
別
々

の
人
格
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

こ
と
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
基
本
で

す

。ま
た
、
困
っ
て
い
る
様
子
を
兒

か
け
た
ら
声
を
か
け
て
、
お
て
つ

だ
い
し
ま
し
ょ
う
。

心

づ

か

い

と

手
だ
す
け
の
し
か
た

障
害
の
穐
類
に
よ
っ
て
手
だ
す

け
の
し
か
た
が
尨
い
ま
す

。
そ
れ

ぞ
れ
の
障
害
に
あ
っ
た
手
だ
す
け

を
し
て
く
だ
さ
い

。

□
耳
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て

▽
正
確
に
意
志
を
伝
え
た
い
場
合

は
、
紙
や
手
の
ひ
ら
に
文
字
を

書
き
ま
し
ょ
う

∇
電
話
が
使
え
ま
せ
ん
の
で

、
迎

絡
を
頼
ま
れ
た
ら
気
軽
に
引
き

受
け
ま
し
ょ
う

□
目
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て

▽
方
角
や
場
所
を
説
明
す
る
と
き

は
も
、
左
、
前
、
唆
と
か
、
河

參
、
阿
び
と
教
え
ま
し
ょ
う
V

案
内
す
る
時
は
、
白
い
つ
え
の

反
対
側
に
皀
つ
て
腕
を
貸
し
、

半
歩
前
を
歩
い
て
く
だ
さ
い

∵
点
了
フ
ロ
ッ
ク
?
に
自
転
巾

や
物
を
片
か
な
い
で
く
だ
さ
い

□
肢
体
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て
y
　

眼
い
す
で
の
洒
段
の
L

り
卜
り

は
、
2
人
以
匕
で
静
か
に
呼
吸

を
白
わ
せ
て
持
ち
あ
げ
ま
し
ょ

う
∵
隕
槊
づ
え
の
人
は
巾
の
囗
が
。
　

冷
閑
り
ま
す
。
¥
を
さ
し
か
け

た
り
、
荷
靭
岑
蒔

っ
て
あ
け
ま

し
ょ
う

□
知
恵
お
く
れ
の
人
に
対
し
て

▽
や
さ
し
く
、
ゆ
っ
く
り
、
て
い

ね
い
に
謡
す
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

∵
卮
険
に
対
す
る
判
断
勾
が
弱
い

の
で

、
あ
ぶ
な
い
勣
r
に
気
づ

い
た
ら
、
う
ま
く
安
忿
な
方
へ

4
い
て
く
だ
さ
い

目の不 自由 な方とガイドヘル パーの皆さん

ご存じ ですか
65歳以 上の方の
老人医療制度

老
人
医
療
制
度
の
内
容
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

対
象
者
で

「
老
人
医
療
証
」
の

な
い
方
は
、
F
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

持
参
す
る
も
の

印
か
ん
、
健
康

保
険
証

※
転
入
者
は
、
こ
の
他
に
所
得
な

ど
の
わ
か
る
証
明
書
が
必
要
で

す
。

申
請
・
問
合
せ
先

老
人
医
療
係

単
親
家
庭
に
家
政
婦
派
遣

単
親
累
庭
の
お
父
さ
ん
ま
た

は
、
お
母
さ
ん
が
柯
気
や
ヶ
ガ
の

た
め
一
時
的
に
家
事
が
で
忝
な
く

な
っ
た
と
き
、
か
わ
っ
て
お
世
話

す
る
家
政
婦
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

児
璽
育
成
1
j

の
受
給
資

略
が
あ
る
単
親
家
庭
で

、
小
学

七
以
ド
の
兇
哦
を
鳬
肖
し
、
同

一
匣
冊
に
1
8歳
以
L
の
力
か
い

な
い
家
庭

費
用

無
料

援
助
時
間
I

囗
6

時
間

呶
川

と
し
て
、
午
前
1
0時
～
T
汝
1
　

時
。
一
は
内

※
―
回
の
巾
訥
に
つ
き
5
日
は
内

申
込
・
問
合
せ
先

児
童
福
咀
係

地
城
の
人
の
や
さ
し
い
ひ
と
呼
‥

と
あ
た
た
か
い
F
で

、
障
肖
を
も

つ
人
が
が
心
し
て
行
動
で
4
}る
ま

ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

へ
障
害
福
祉
課

心

所得制限基準額表(柵)

( 3人以l l ・・・l 人にっき33万円を加算)

障害者の日記念講演会
小林完吾氏 12月13日午 後7時20分

竹の塚社会教育館

テ
ー
マ

弱
い
者
の
Q

塲
に
Q

つ

て
講
師
小
林
完
吾
氏
(
日
木
テ
レ
　

ビ
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、　福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
東
京
懇
談
会

委
哨
、茗
軣

「
震

、兒
つ
け
た
辷

問
合
せ
先

障
害
6
祉
課

昭
和
6
1年
度

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

申
込
で
き
る
方

保
護
者
が
働
い

て
い
た
り
、
祠
気
な
ど
で
児
童

の
保
育
が
困
難
な
方

申
込
に
必
妥
な
も
の
昭
和
6
0
年
　

度
分
特
別
区
民
椀
が
わ
か
る
も
　

の
(
納
税
通
知
溽
、特
別
徴
収
　

税
額
通
知
古
ま
た
は
課
税
証
明
　

潛
)
、印
か
ん

※
確
定
申
告
を
し
て
い
る
力
は
、

昭
和
5
9年
分
の
確
定
申
告
の
控
が

必
要
で
す
。

申
込
後
に
提
出
す
る
も
の

昭
和
印
嶇
分
の
所
呀
税
額
が
わ
　

か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
票
ま
た
　

は
確
定
申
告
の
控
一
を
昭
和
6
1
　

年
1
川
以
降
に
提
出

申
込
期
限
1
2

月
1
6日

※
申
込
甫
は
、
各
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

あ
な
た
の
住

所
を
竹
轄
す
る
福
椪
丿
務
所

延
長
保
育
の
実
施

保
護
者
が
勤
務
時
間
等
の
旻
い

に
よ
り
、常
時
午
後
6
時
～
7
時

の
問
、保
白
す
る
人
が
い
な
い
児

嗷
(
1
歳
6
ヵ
月
以
占
の
延
長

保
育
を
呀
っ
て
い
ま
す
。

実
施
保
育
園

ワ
干
庄
あ
ず
ま
傑

育
園

▽
人
谷
田
第
一
保
育
圃

▽
す
わ
ぎ
保
育
園

∵
竹
の
塚

ほ
育
園

く
わ
し
く
は
、巾
八
一
の
際
に
、

お
問
い
乙
-
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

第13回環境保全
ポ スター
コ ン クー ル
入賞 者が決定

公
害
防
止
、自
然
や
靫
の
傑

護
介
成
を
テ
ー
マ
と
し
た
示

川
回
耻
ひ
回
巾
学
生
環
境
保
令

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
`
一
に
、

F

7
0
0宀

荼

り

の

心

分

が

あ

り

、

審

査
の

紀

果

次

の

力

々

が

入
n

し

ま

し
た

。

□

公

害

の

部

(
K
艮
打
一
間
巾
反
明
ら
巾
)
、

【忿
n
】陥
1
り
紀
丿
瞋
申
气

長
島
秀
匸
に…
中
)
、
田
中
美
余

f
(
口
中
)
、
占
水
孝
。
眼
(
1
6
申
)
、

【
銀
n
】
西
林
'
-
r
屮
、

占
田
心
彦
回
巾
)
、
咄
駆
利
行

銛
申
)
、
菊
池
武
匕
(
扇
巾
)
、

鈴
木
敏
夫
(
一
頃
中
)
、
川
人
寧
幸
(

薦
原
屮
、
二
川
保
(
蒲
原
巾
气

長
田
久
実
(
花
畑
中
)
ぷ
昇
真

山
T
'
屮
、
人
和
Ⅲ
矧

汪
廁
乢
屮
、
【
飼
n
】
田
付
必

や
4
中
谷
M
n
ぬ
樹
(
4
屮
、

竹
木
発
僅
ヘ
ロ
中
)
、
園
田
尚
F

(
1
2
中
)
、
吶
沢
智
f
-
1
2
巾
)
、

原
田
智
美
(
1
4
中
)
、
赤
間
恭
了
(

1
4
中
)
、
湯
原
朋
美
(
1
5
巾
)
、

哘
萸
樹
(
1
5
中
)
、
時
田
光
洋
石

中
)
、
山
中
均
犬
1
6
巾
)
、
望
月

浩
司
'
1
6
中
べ
陛
藤
斤
紀
F
(
1
6

中
)
、
哭
嵋
?
m
吊
興
中
)
、
消

水
珠
也
(
蒲
原
中
)
、
村
松
由
佳

子
庚
島
屮
、
多
比
良
退
皿

南
中
)
、
小
眼
宏
敬
(
竹
の
曜

中
、、
松
村
健

ご
佗
畑
巾
ぺ
占

付
律
f
l

縫
瀬
屮

□
緑
化
の
部

(
区
艮
n
一
人
西
克
枝
仙
巾
)
、

【
金
n
一
山
崎
あ
け
み
{
4
屮
、

木
田
芳
恵―
屮
、
加
藤
雅
也

帛
巾
)
、
菅
珎
汲
光
、
啝
綾
瀬

中
}
、
【
銀
n
】
森
宗
猛
T
中
)
、

剛
原
和
代
邑
屮
、
前
田
綾
了
(

1
4
中
)
、
本
間
奈
律
F
(
1
6
中
)
、

占
田
み
ど
り
ぶ
中
)
、
柏
崎
智

之
(
江
南
中
)
、
蔭
山
肖
美
f
(
佗

畑
中
、
沢
山
千
枝
子
疣
畑

中
)
、
熈
沢
隆
背
(
啝
崚
瀬
屮
、

肉
的
育
代
へ
朿
綾
瀬
巾
气
【
剩

貸
一
増
田
輝
了
(
1
4
中
)
、
保
仮

a
a
碚
屮
。
佐
藤
山
1
畠

中
)
、
内
川
町
紀
南
中
)
、
斗
島

a
理
F
函
巾
)
、
で
沢
円
、
1
6

中
ご
阮
卜
呶
千
心
(
胃
片
中
)
、

赤
羽
根
陣
戸
(
胃
井
中
)
、
粱
田

り
。
。
(
占
吽
屮
、
宇
冲
爪
川
宏
(

伊
戦
巾
气
隅
…
…
…
聡
吊
鮪
屮
、

眤
野
和
蔔
ぺ
扇
巾
べ
休
リ
カ
廠

山
、胴
生
ま
ゆ
み
元
南
中
气

南
沢
陽
介
卮
川
巾
)
、斉
藤
以

由
美
卮
保
巾
气
小
剛
山
紀
。f
(

花
傑
巾
)
、須
山
麗
f
(
溯
江

屮
、嘩
田
厚
(
溯
江
屮
、㈲
凡

亮
(
溯
紅
中
)
Λ
環
境
課
▽

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
(
そ
の
1
)

国
民
年
金
の
保
険
料

は
「
所
得
控
除
」
の

対
象
に
な
り
ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
屡
で
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

力
が
、
今
年
の
1
月
か
ら
1
2

月
ま
で
に
納
め
た
保
険
科
　

余
額
)
は
、
だ
の
年
人
調

整
の
際
に
提
出
す
る
「
傑
険

料
控
除
申
告
窗
`
-
-
に
記
入
す

れ
ば
、
控
除
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

検
認
係

障
客
福
祉
・
母
子
福

祉
年
金
お
よ
び
障
害

・
母
子
・
遺
児
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
へ

昭
和
6
1年
4

り
か
ら
、
国

民
年
金
法
の
改
正
で
、
障
害

柚
砒
・
吋
r
M

祉
甲
金
お
よ

び
、
峠
害
・
母
子
・
遺
児
年

金
が
吹
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。

□
名
称
の
変
更

▽
障
害
福
祉
↓
障
害
仙
礎

年
金

年
金

v
ほ
子
福
祉
↓
遺
族
基
礎

年
金

年
金

疊
年
金
額
の
変
更

現
在
受
給
し
て
い
る
汲
一
‥
　

a
'
-
・
a
s
R
金
は
、
名

昨
は
そ
の
求
ま
で
、
乍
金
額

は
哂
礎
年
金
と
同
顧
に
な
り

ま
す
。
(
左
表
)

□
年
金
額
の
加
算

現
在
、
障
富
M
祉
年
金
・

障
害
哄
公
を
受
給
し
て
い
る

方
か
、
1
8歳
未
満
の
f
を
扶

懍
し
て
い
る
時
は
、
f
ど
も

の
人
数
に
応
じ
た
年
金
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、「
加
算
対

象
者
現
況
夘
一
に
皀
帝
全
嵋

の
住
民
雲

気
符

し
届
出
て

く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
、
受
給
権
者

に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

□
受
給
の
制
限

插
礎
年
金
の
内
、
次
の
受

給
者
に
は
、
本
人
所
得
と
公

的
年
金
受
給
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。

▽
2
0歳
前
か
ら
の
障
宵
に

よ
る
障
害
基
礎
年
金
受
給
者

▽
障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行

し
た
障
害
基
礎
年
金
受
給
者

▽
母
子
福
祉
年
金
か
ら
移
行

し
た
遺
族
从
礎
年
金
の
受
給

者問
合
せ
先

給
付
係

国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
期
間

の
あ
る
方
ヘ

£
峭
制
慶
を
ご
律
じ
で
す

か
。
経
済
的
な
事
情
や
、
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

受
給
で
保
険
料
納
付
の
免
除

を
受
け
て
い
た
期
問
(
免
除

期
凹

は
。
過
人
1
0印
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
肖
時
の
保

険
糾
で
納
付
で
き
ま
す
。

免
除
期
問
は
、
そ
の
期
問

の
年
金
額
が
3
分
の
1
に
減

勧
さ
れ
ま
す
が
、
迴
納
す
る

こ
と
に
よ
り
、
免
除
期
間
が

納
付
期
間
と
な
り
減
額
さ
れ

ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

記
録
係

改正後の年金額
( 昭和61年4月から)別表
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秋 の
高校 野球

燃え る 青春
さ わやか足立西高

あ
ん
ぐ
る

都
高
校
野
球
秋
季
大
会
は
、
去

る
1
0
月
2
7日
、
帝
京
高
佼
が
優
勝

し
幕
を
閙
じ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
足
立
西
高
は
、

強
豪
を
打
ち
破
り
旋
風
含
蓄
範

こ
し
ま
し
た
。

足
立
西
高
は
、
西
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
の
4
試
合
を
勝
ち
抜
い
た
峻
、

本
大
会
で
は
、
I
回
戦
に
優
勝
候

補
岩
倉
高
校
を
、
準
々
決
勝
の
2

回
戦
で
も
、
息
話
ま
る
投
手
戦
の

末
、
早
実
を
縟
し
、
帝
京
・
関
東

丁

日
本
学
園
と
と
も
に
、
都
立

高
と
し
て
は
、
2
3年
ぶ
り
に
ペ
ス

ト
4
に
残
り
ま
し
た
。

注
目
の
準
決
勝
は
、
2
6日
帝
京

と
対
戦
、
中
盤
ま
で
リ
ー
ド
し
ま

し
た
が
、
後
半
逆
転
さ
れ
、
惜
敗
。

敗
れ
は
し
た
も
の
の
優
勝
候
補

を
相
手
の
大
健
闘
に
、
全
校
一
丸

と
な
っ
た
応
援
団
は
、
大
喜
び
。

狹
い
グ
ラ
ン
ド
、
限
ら「
れ
た
練

習
時
間
な
ど
充
分
と
は
言
え
な
い

条
件
の
中
で

、
強
豪
相
手
に
I

歩

も
ひ
か
な
い
さ
わ
や
か
な
闘
い
ぶ

り
は
、
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

福
本
監
督
は
、
「
2
5
名
の
部
員
全

貝
が
の
ぴ
の
び
や
っ
た
結
果
で

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
ガ
ン
バ

レ
足
立
西
高
。
め
ぎ
せ
甲
子
園
!

秋
季
高
校
野
球
邸
々
決
勝

・
都
立
足
立
西
i
早
実
(
神

宮
第
二
球
場
で
)
い
ず
れ

も
、
毎
日
新
聞
社
提
供

▲ 早実8 回、一死二塁走者、右前安打でホームをつくがタッチアウト ▲ 声援にも熱気あふれる足立西高応援団

電 話 番 号 足 立 保 健 所
干 住 保 健 所

855- 4151　
888- 427V

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

区
で
は
、
育
児
に
つ
い
て
悩
み

を
お
持
ち
の
方
に
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
持
つ
保
母
が
相
談
に
に

じ
る
「
乳
幼
児
健
全
育
成
相
談
事

業
`
一
を
、
呎
の
私
立
保
育
園
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

□
実
施
保
育
園
・
相
談
日
・
時
間
　

▽
興
野
保
肖
園
(
西
新
井
本
町
　
　

4
-
1
9
-
2
3
　
膕
1
2
0
　
　

0
)
、
毎
週
月
・
土
罐
日

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
　
　

2
9
j
6
　
8
8
9
3
8
6
0
)
、

毎
週
水
・
金
曜
日

い
ず
れ
も
、
午
前
9
時
1
午
陂
5

時
□
相
談
方
法

亀
話
ま
た
は
、
面
接
の
い
す
れ

の
が
法
で
も
受
け
付
け
ま
す

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
、
厳
守
し

ま
す
。

O
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
、
児
童
福
祉
係
へ
、

足
立
区
中
小
企
業
融
資
の

貸
付
利
率
を
0
.
2
%
引
下
げ
ま
し
た

区
内
で

、
同
一
事
業
を
一

年
以

上
営
ん
で
い
る
巾
小
企
袰
者
を
対

象
に
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事

業
の
経
営
W
定
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

貸
付
資
金
種
類

迎
転
介
金
、
設

陥
口
金
、
ふ
規
咬
特
別
資
金
、

人
や
店
対
策
介
金
、
公
害
防
庄

施
設
整
傭
資
金
{
貸
付
金
額
は

各
々
咒
な
り
ま
す
}

新
利
率
6
・
3
%

柬
人
明
店
対
策
資
金
は
、
3
・
0
%

の
利
f
柿
給
が
あ
り
ま
す
。

A
ご
注
意
V
申
し
込
み
か
ら
背
付

け
ま
で
約
1
ヵ
月
か
か
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

指
導
肖
成
係

なかまになりせんか

J OI N
働く人がジョイトし て大きな福利

足立区 勤労 者共 済会

『
K
内
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
に

大
企
業
並
の
福
利
厚
生
を
!
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
発
足
し
た
動
労
者
共

済
会
も
3
年
目
を
迎
え
。
会
員
は
3

千
9
0
0名
を
超
え
ま
し
た
。

次
の
よ
'冫
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
。
ご
入

会
く
だ
さ
い
。

事
業
の
内
容
▽
各
種
祝
金
・
兒
　

舞
金
の
給
付
ワ
旅
館
・
遊
園
　

地
・
映
画
等
の
割
引
　
▽
人
間
　

ド
ッ
ク
の
利
用
補
助
▽
生
活
　

資
金
の
a
付
あ
っ
せ
ん
な
ど

入
会
で
き
る
方
▽
ぼ
内
の
中
小
　

企
業
祕
某
日
聊
人
以
下
)
に
　

勳
い
て
い
る
方
(
事
業
主
、
6
　

ヵ
月
以
L
の
バ
ー
ド
も
癶
む
)
　

∵
区
内
に
居
住
し
、
区
外
の
巾

ポ
皀
業
に
勤
め
て
い
る
方

黌
用

ひ
と
り
に
つ
き
、
入
会
金

塰
円
、
会
n
月
額
滬
円

申
込
・
問
合
せ
先
勤
労
者
共
済
　

会
事
務
局
(
動
労
対
策
室
勤
労
　

福
祉
係
内
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
(
9
)

数
か
す
の
戉
旡
を
残
し
た
水

粱
杠
の
活
動
は
、
昭
和
1
5年
8

月
に
、
朿
亰
で
聞
か
れ
た
例
1
6

向
人
余
を
涓
後
と
し
て
終
り
を

告
げ
、
戦
時
巾
は
巾
断
し
ま
し

た
。し

か
し
、
水
平
社
の
ににい統
は

戦
後
の
解
放
遡
動
に
う
け
つ
か

れ
て
い
き
ま
す
。

終
眺
の
瞿
年
、
昭
和
2
1年
H

弓
3
日
、
主
権
在
民
、
永
久
平

和
、
基
本
的
人
権
尊
亟
の
三
本

柱
を
中
心
と
し
た
日
本
国
憲
法

か
公
布
さ
れ
、
翌
年
5
月
3
日

に
啀
行
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
荒
廃
の
巾
で
、
部
落

解
放
運
励
を
再
建
し
よ
う
と
す

る
気
運
が
高
ま
り
、
昭
和
2
1
鄒

2
川
、
叭
都
に
お
い
て
、
別
落

解
放
忿
国
&
0
会
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

峨
険
の
部
落
解
放
迎
動
の
両

趣
は
、こ
の
全
国
委
り
会
に
よ

っ
て
始
ま
り
、
そ
の
活
動
は
、

戦
前
の
方
針
を
受
け
つ
い
で
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
側
に
お
い
て
、
ま
ず
、

同
和
行
政
に
取
り
糾
ん
だ
の

は
、
西
日
本
の
府
県
で
し
た
。

そ
の
罔
と
し
て
、
昭
和
2
2年

瓦
川
県
に
お
い
て
、
団
体
の
要

求
や
提
雫
を
受
け
、
民
生
部
叩

生
課
に
職
M
を
お
き
同
和
行
政

に
当
た
ら
せ
ま
し
た
。

J万
、
差
別
澎
作
と
し
二

昭
和
2
6甲
1
0月
ベ
オ
ー
ル
ロ
マ

ン
ス
」と
い
う
雑
誌
に
、
岷
都

巾
の
あ
る
珮
い
が
、
京
乱
巾
内

の
部
落
の
よ
う
す
を
興
味
氷
卮

に
河
い
た
小
説
を
の
せ
た
も
の

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
部
落
解
放
&
M
会

は
こ
れ
を
咀
俔
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
差
別

ふ
説
が
湃
か
れ
る
の
は

、
差
別

的
な
状
態
の
ま
ま
に
部
落
を
放

置
し
て
い
る
京
都
巾
の
　け
政
に

占
任
が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し

た

。こ
れ
は
、
作
占
や
雑
誌
を
糾

御
す
る
こ
と
に

。巾
肖
を
お
く
の

で
は
な
く

、
市
の
行
政
が
部
鵬

ぷ
別
4
俘

続
さ
せ
て
お
り
、
h

政
の
眼
木
的
心
度
啻
以
め
な
い

か
ぎ
り
ぷ
別
は
な
く
な
ら
な
い

こ
と
を
追
求
し
た
も
の
で
す
。

ご
同
和
間
題
に
闃
す
る
問
い
白

わ
せ
は

、
K
役
所
向
和
対
飛
担

当
へ

。

愛犬家の皆さんへ!
犬の〝ふん″ は
飼い主が始末
しましょう

最
近
、公
園
や
児
璽
遊
園
、荒

川
河
川
敷
な
ど
に
犬
を
連
れ
て

散
歩
さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て

孝
ま
し
た
が
、
公
園
等
の
利
用

者
か
ら
犬
の
フ
ン
や
放
し
飼
い

に
対
し
て
の
苦
情
が
大
変
増
え

て
お
り
ま
す

。

大
ぜ
い
の
人
々
が
集
ま
り
。

利
用
す
る
場
所
や
施
設
に
犬
を

連
れ
て
来
ら
れ
る
飼
い
主
の
み

な
さ
へ

ぜ
ひ
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

守
り
、
快
適
な
環
塢
づ
く
り
。

美
し
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
犬
を
連
れ
て
散
歩
す
る
と
き
に
は
ビ

ニ
ー
ル
の
袋
、
紙
袋
、
シ
ャ
ベ
ル
等

を
持
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う

▽
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
き
ち
ん
と
始

末
す
る
恚
つ
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

▽
犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
樹
木
や
珊

等
に
つ
な
い
だ
ま
ま
に
し
て
お
ぐ
と

大
変
危
険
で
す
。
し
っ
か
n
彖
に
つ

な
い
で
、
は
な
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

Λ
公
園
課
▽

い つも
ありがとう!

ワ ン

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
(
そ
の
2
)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ

「
現
況
届
」の
提
出

は
お
す
み
で
す
か

新
し
い
国
民
年
金
法
で

は
、
厚
生
年
金
、
船
員
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
の
妻
は

余
3

り
被
保
険
巴

は
、

国
民
年
金
任
意
加
入
被
保
険

考
現
況
届
が
必
要
で
す
『
　

現
配
加
人
し
て
い
る
人
に

は
直
接
届
出
用
紙
を
郵
送
し

ま
し
た
が
。
ま
だ
促
出
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
届
け
出
て

く
だ
さ
い

。
用
紙
が
届
か
な

い
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
で
現
在
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
人
は
、
昭
和

剛
昨
4
月
以
降
に
加
人
の
手

秡
が
必
。要
で
す

問
合
せ
先

適
刷
係

区
立
公
園
一
部
休
園
の
お
知
ら
せ

竹
の
塚
第
五
公
園
は
、
改

良
工
亊
の
た
め
、
一
部
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

期
間
1
2
月
1
0
日
～
　
昭
和
6
1
　

年
3
月
3
1日

問
合
せ
先

公
園
課

ひ
ろ
ば

☆
足
立
ア
マ
チ
ュ
ア
樊
術
ク

ラ
ブ
油
絵
展
1
2
月
1
8
日
～
　

2
3
冂
、
午
前
1
0
時
I
乍
唆
5

時
(
最
終
日
は
乍
唆
3
時
ま

で
匸
ご
西
新
#
K
民
ホ
ー
ル
)

治

水
　
覦
0
4
2
4

上

」
利
用
く
だ
さ
い
d

☆
東
京
白
鴎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
奨
学
金
対
象
は
、
ろ

学
校
長
か
団
休
の
艮
の
推
せ

ん
に
よ
る
障
害
名
お
よ
び
そ

の
F
弟
で
、
各
裃
幸
校
、
高

校
、
大
学
に
在
学
も
し
く
は

進
学
し
よ
う
と
す
る
方
/

∵
嘔
務
局
　
5
5
2
9
2
0
1

d
募
集
し
ま
す
卜

☆
わ
れ
ら
国
際
人
萸
訥
を

通
し
て
匣
W
を
知
ろ
う
‘
毎

週
L
曜
日
、
午
筏
1
時
3
0
分

―
時
3
0
分
示
学
1
1
3

限
、
午
皈
2
時
1
0
『
勺
I
3
時

匐
分
示
学
1
脯～
　
6
脚
)

'
杉
山
宅
冫
ぼ
吶
戸
町
口
　

人
会
忿
、
川
額
と
も
3
卜

円
/
▽
杉
山
　
8
8
2
3
6
7
7
　

示
唆
7
時
3
0
分～
　
9
時
)

☆
自
然
と
健
康
の
会
t
t
l

木
砕
日
、
第
2
・
3
日
曜
日

に
、
奥
多
摩
、
秩
父
等
日
帰

り
散
策
　
/
入
会
金
、
月
額
と

も
迦
円
ワ
森
川
　
2
3
7
8
0
4

2
(
勤
務
先
・
昼
間
)

☆
初
心
者
向
き
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
毎
週
七
曜
凵
(
第
2
除

く
)
、
f
町
1
0
時
3
0
分～
　
卍

T
、
亀
有
に
用
金
哨
竹
の
塚

之
心
/
月
額
2
1
沺
円
/
▽

畠
中
　
嵋
1
1
9
7
(
T
後

1
時
以
降
)

☆
話
し
方
サ
ー
ク
ル
産
業

振
興
卸
…
第
2
・
4
火
曜
日

予
定
、午
後
7
時
I
9
時
、竹

の
塚
第
3
団
地
作
‘
会
所
・
・
・
第

2
・
4
金
曜
日
、午
後
了
時
～
　

9
時
/
い
ず
れ
も
月
額
千

洳
円
/
ワ
産
業
振
興
館
は
鈴

木
　
靦
5
3
7
1
、竹
の
塚

は
中
村
　
如
3
8
2
3
(
T

峻
8

時
以

研

☆
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
ー
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
(
初
級
・
中
級
)
　

毎
週
火
呼
日
、
午
4
6
時

15
分
I
8
時
3
0
分
/
F
彫
第

4
ふ

学

ワ
u

額

迦

円
　

ツ

占

崎
　

齧
3
3
8
8

皆
水
引
講
習
会
毎
月
m
2

・
4
水
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
　

午
唆
0
時
3
0
分
/
高
鳴
宅
　

元
#
6
r
月
川
額
2

千
円
(
材
糾
費
別
匸
う
高

僑
　

鰯
1
4
5
9
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催
し
物・
募
集

成
人
の
日
の
集
い

威
人
に
な
る
方
を
対
象
に
、
区

で
は
「
成
人
の
日
の
集
い

」
を
、

来
年
1
月
1
5日
に
文
化
会
館
等
で

行
い
ま
す
。

蔽
当
す
る
方
に
は
年
賀
状
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
～
　
昭
　

和
4
1年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま

れ
た
方

出
張
所
別
の
会
場

▽
産
業
振
興
館
・
・
・
午
前
1
0
時
3
0
　

分
開
式
(
常
東
。
第
3
～
第

5
、
第
り
一
、
第
2
0
出
張
所
管
内
　

の
方
)

▽
文
化
会
館
・
・
・
午
前
1
0
時
3
0
分
　

開
式
(
第
6
、
第
1
0
、
第
H
、

第
1
7
～
第
呷
東
峻
瀬
、
東
栗
　

原
、
花
畑
、
神
明
'
佐
野
出
張
　

所
管
内
の
方
)

▽
又
化
会
館
・
:
午
後
1
時
3
0
分
　

開
式
(
第
7
1
第
9
、
第
1
3
～
　

第
1
6
、
鹿
浜
出
張
所
管
内
の
　

方
)

問
合
せ
先

文
化
係

手
芸
教
室は

り
絵
ほ
か

日
時
昭
和
6
1
年
1
月
～
　
3
月
の
　

第
2
・
4
土
曜
日
午
後
L
時
か

ら
場
所

老
人
会
館

対
象
6
0

歳
以
上
の
区
民

内
容

は
り
絵
、
そ
の
他
の
作
り

方
を
教
え
ま
す

定
員
2
0
名
(
申
し
込
み
多
数
の
　

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
か
電
話

申
込
期
限
1
2
月
1
2日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館

a
9
7
3
り乙

七
宝

焼
教
室

日
時
昭
和
6
1
年
1
月
9
日
I
3
　

月
1
3
日
(
1
0
回
)
毎
週
木
曜
日
、

午
後
1
時
I
3

時

堤
所

佐
野
社
会
教
育
館

対
象
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人
　
　
(

初
心
者
)

内
容

七
宝
焼
の
技
法
を
基
礎
か

ら
学
び
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
製

作
ま
で

定
員
3
0
名
(
先
箝
順
)

費
用

受
講
料
2
千
円
、
敵
材
費

実
費

申
込
方
法
1
2

月
5
日
午
前
9
時

か
ら
電
話
か
直
接
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
佐
野
社
会
歓
　

育
館
　
a
3
2
7
3

映
画
と
講
演
会

今
、子
y
E
た
ち
の
遊
び
の
様

子
を
知
つ
て
い
ま
す
か
。

日
時
1
2
月
7
日
(
土
)
午
後
1
　

時
3
0分
～
4
時

場
所
中
央
本
町
社
会
教
育
館

講
師
大
村
虔
一
氏
(
都
市
計
回
　

設
計
研
究
所
長
)

演
題

「
子
供
の
遊
び
羣
「
人
の

役
割
」

内
容
羽
根
木
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
　

映
画
「
子
供
た
ち
は
甦
る
」
を
　

上
映
後
、
子
供
の
遊
乖
'
(
切
さ
　

と
大
人
の
役
創
に
つ
い
て
、
冒
　

険
遊
び
場
の
実
践
者
で
あ
1
(
　

村
先
生
の
講
演
を
行
い
ま
す

定
a
先
柵
潺
名
、
幼
児
保
育
あ
　

り
(
入
場
無
料
)

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

問
合
せ
先

栗
島
児
童
館

　
砌

手
芸
教
室

七
宝
焼

日
時
り
一
月
1
1
‥
日
(
水
)
、
午
後
1
　

時～
　
4
時

場
所

東
耶
セ
ン
タ
ー

内
容
七
宝
焼
(
ア
ク
セ
サ
リ
ー
　

と
示
物
)

対
象
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

定
員
・
s
用
3
0
名
(
沺
円
か
ら
)

申
込
力
法

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

1

　
s
7
1
0
1

生

活

教

室

日
時
1
2
月
1
4
日
(
土
)
午
後
1
　

時
3
0
分
～
　
4
時

堤
所

花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容
手
づ
く
り
の
お
せ
ち
料
理

材
料
S
5
0
0
円
(
当
吁
持
番
)

定
員
3
0
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
か
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ

ー

　
巍
2
6
1
7

ふ
れ
あ
い
料
理
教
室

□
午
前
コ
ー
ス

日
時
1
2
月
1
7
日
(
火
)
、午
前
汨
　

時
～
　
正
午

内
容

手
軽
に
作
れ
る
正
月
料
理

□
夜
間
コ
ー
ス

日
時
1
2
月
卵
一
日
(
金
)
、午
唆
6
　

時
3
0分
～
8

時
3
0分

内
容

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

場
所

東
和
社
会
教
育
館

対
象
・
S
用
区
内
在
住
・
在
勤
　

の
一
般
成
人
(
3
0
名
)
、千
円

申
込
力
法

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
社
会
教

育
館
、
　
6
2
8
6
2
0
1

卓

球

教

室

日
時
昭
和
6
1
年
1
月
1
3
日
～
3
　

月
1
7
日
の
毎
週
月
曜
日
(
1
月
　

2
7
日
、2
月
1
7
・
2
4
日
を
除
ぐ
)
　

と
、1
月
2
8
日
(
火
)
、2
月
1
9
　

日
(
水
)
・
2
5
日
(
火
)
、計
1
0
　

回
。
午
後
2
時
～
4
時

場
所

中
央
寡
町
体
育
館

対
象
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で

定
員
3
0
名
(
申
し
込
み
多
数
の
　

場
合
は
抽
選
)

費
用
2

千
円

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
住
　

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

勤
務
先
、
教
室
名
を
明
記
の
う

え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
1
2
月
1
8
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
中
央
本
町
体
　

育
館
(
〒
1
2
1
中
央
本
町
3
-
1
5
　

-
1
　
8
5
2
1
4
3
1
)

ス
ト
レ
ッ
チ
&

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

日
時
昭
和
6
1
年
1
月
1
3
日
I
3
　

月
2
4
日
(
2
月
1
7
日
を
除
く
毎
　

週
月
曜
日
)
、
午
前
1
0
時
～
1
1
‥
時

3
0分

場
所

佐
野
体
育
館

対
象
満
1
6
歳
以
上
の
区
内
在
住
　

・
在
動
の
女
性
(
子
ど
も
連
れ
　

は
、
お
断
り
し
ま
す
)

内
容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定
員
圜
名
(
先
谷
順
)

S
用
2

千
円

申
込
万
法

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

佐
野
体
育
館

一
3
2
7
3

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

日
時
1
2
月
1
4
日
(
土
)
、午
後
6
　

時
3
0分
1
9

時

場
所

動
労
福
祉
会
館

対
象

一
般
動
労
者

定
員
男
・
女
各
5
0
名
(
先
着
順
)

内
容

生
バ
ン
ド
を
交
え
た
、
勤

労
者
間
の
交
流
を
中
心
と
し
た

交
歓
の
場

S
用

無
料

申
込
方
法
1
2

月
5
日
か
ら
1
2日

ま
で
に

、
直
接
窓
口
か
電
話
で

申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い

問
合
せ
先

動
労
福
祉
会
館

碣
2
5
2
5

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
時
昭
和
6
1
年
1
月
1
6
日
A
　

月
2
0
日
の
缸
邇
木
畷
日
(
1
月
　

3
0
日
を
除
く
)
と
、1
月
2
8
日
　

の
火
曜
日
、
計
1
0回

A
コ
ー
ス
・・・
午
後
4
時
3
0分
～

6
時
3
0分

B
コ
ー
ス
・
:
午
後
7
時
I
9

時

場
所

中
央
太一
町
体
育
館

対
象
A

コ
ー
ス
・・・
1
6歳
以
上
の

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
テ
ニ

ス
初
心
者

B
コ
ー
ス
…
区
内
在
住
・
在
動

の
勤
労
者
の
方
で
テ
ニ
ス
初
心

者
。
た
だ
し
、
両
コ
ー
ス
と
も
、

前
回
、受
講
し
た
方
を
除
く

内
容
基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
ま
で

定
員
各
2
0
名
(
申
し
込
み
多
数
　

の
場
合
は
抽
選
)

費
用
2

千
円

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
(
I
人

1
通
に
限
る
)
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
、

数
室
(
コ
ー
ス
)
名
を
明
記
の
　

う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
1
2
月
1
8
日
(
必
一
)

申
込
・
問
合
せ
先
中
央
本
町
体
　

弯
館
(
〒
1
2
1
中
央
本
町
3
-
1
5
　

-
1
　
8
5
2
1
4
3
1
)

花
畑
川
に
魚
を
放
流

日
時
り
一
月
1
2
日
(
木
)
午
後
2
　

時
か
ら

場
所

花
畑
川
富
士
見
僑

放
流
魚
真
鯉
、緋
「鮒
(
合
　

計
1
万
尾
)

※
魚
が
淨
上
し
た
場
合
は
、
環
境

課
へ
ご
潯
絡
ぐ
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

冬
の
婦
人
教
室

□
陶
芸
教
室

日
時
1

月
2
1日

、2
月
4
・
1
8
　

日
、3
月
4
日
、
午
前
1
0時
I

正
午

定
員
・
S
用
2
0
名
(
6
0
0
円
)

□
料
理
教
室

日
時
1

月
1
7・
3
1日
、2
月
1
4
　

・
2
8日
、
午
後
2
時
～
4
時
3
0
　

分
定
具
・
費
用
3
0
名
(
2
千
円
)

場
所

い
ず
れ
も
、
花
畑
セ
ン
タ

ー
対
象

区
内
在
住
・
在
助
の
婦
人

で
全
日
程
参
加
で
き
る
方

申
込
力
法
往
榎
(
ガ
キ
に
住
　

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
　

气
希
望
す
る
教
室
一
つ
を
　

記
入
の
'
?
凡
申
し
込
む
(
申
　

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
　

選
)

申
込
期
限
1
2
月
1
0
日
(
当
日
　

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
花
畑
セ
ン
　

タ
ー
(
〒
1
2
1
花
畑
4
-
1
6
-
　

1
3
　
倒
2
6
1
7
)

総合スポーツセンター 　859- 8211

● 8の申し 込みは、往遭 ハガキに、住所 一氏名・年劃 一電砧番号を配入の うえ、
総8λ ポーツせン9- ( 〒121東保ぺ。　2- 27- 1>へ、1人1遘。

鏖9 、11、12、13iの申込唇は、14 の健康チェ ックを受け てく ださい。

舎人社会教育館 　857- 0008

東和体育館 　628- 6201

野
球
チ
ー
ム
登
録
の

更
新
手
続
き
を

野
球
チ
ー
ム
登
録
(
昭
和
6
1

年
分
)
の
更
新
受
付
を
行
い
ま

す
。登
録
が
な
い
と
区
営
野
球

場
の
抽
選
会
に
参
加
で
章
ま
せ

ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
り
一
月
5
ほ
か
ら
随
　

時
(
抽
選
会
当
日
は
除
く
)

受
付
鳩
所

総
合
ス
ボ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

登
録
方
法
所
定
の
申
論
一
　
(

各
公
社
施
設
で
配
付
)
に
　

必
要
事
項
を
記
入
の
'冫
凡
申

請
し
て
く
だ
さ
い

登
録
資
格

区
民
ま
た
は
区
内

の
事
業
所
の
従
業
貝
で
編
成

し
て
い
る
チ
ー
ム

問
合
せ
先
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
　

ン
タ
1
　
S
8
2
1
1

区
営
野
球
場
貸
出

中
止
の
お
知
ら
せ

施
設
改
修
工
事
・
芝
養
生
の

た
め
次
の
と
お
り
貸
出
を
中
止

し
ま
す
。

施
般
名
江
北
僑
緑
地
(
B
I
　

D
)
、千
住
新
橋
(
全
面
)
、五
　

反
野
(
全
面
)
、谷
中
・
平
野
　

・
上
沼
田
各
野
球
場

期
間
1
2
月
1
6日
～
昭
和
6
1年

3
月
末
日
ま
で

※
江
北
僑
緑
地
は
、6
1年
7
月
2
0

日
ま
で
。

く
わ
し
く
は
、総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
(
　
屆
8
2
1
1
)

へ
。

掲示
板

☆

斉

色

申

告

決
s

一

の

作

成

説

明

会

の

お

知

ら

せ

日
時
・
場
所
▽
1
2
月
5
日
　
　
(

木
)
・
・
・
佐
野
社
会
教
育
館
　
　
(

佐
野
2
1
4
3
-
5
)
▽
1
2
　

月
6
日
(
金
)
・
:
東
部
セ
ン
　

タ
大
東
榎
瀬
1
1
5
-
1
7
)
　

▽
1
2
月
9
日
(
月
)
・
・
・
第
一
　

相
互
銀
行
五
反
野
支
店
(
中
　

央
本
町
2
j
2
6
1
1
4
)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、午
浚
1
　

時
3
0
分
～
　
3
時
3
0
分

▽
1
2
月
9
日
(
月
)
・
m
日
(
火
)
・
　

H
日
(
水
)
…
酉
新
井
税
務
　

簧
(
栗
原
l
j
1
0
-
1
6
)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
1

時
I
4

時
。

問
合
せ
先
足
立
税
務
署
(
　
　

醐
6
2
4
1
)
、西
新
井
税
務
　

醤
(
　
褊
1
1
1
1
)

☆
最
低
黄
金
改
正
の
お
知
ら
せ
　

東
京
都
最
低
貫
金
(
地
域
別

最
低
賃
金
)
が
、1
0
月
1
9
日
か

ら
左
記
の
金
額
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。都
内
の
使
用
者
は
、こ

の
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃
金

で
労
働
者
(
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

を
含
む
)
を
使
用
す
る
こ
と
は

で
孝
ま
せ
ん
。

最
低
賃
金
額

日
額
・
:
3
千
朏

円
、
時
間
額
・・・
杤
円

く
わ
し
く
は
、
。足
立
労
働
基

準
監
曹
署
(
　
8
8
2
1
1
8
7
)

へ
。


